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要　旨

　東京電力福島第一原発事故による森林の放射能汚染の実態を明らかにするため、福島県
内の３箇所の森林で調査を行いました。事故直後の 2011 年夏には、葉や枝など樹木にも
放射性セシウムが分布し、特に常緑のスギ林では樹木への付着の割合が大きいことが分か
りました。調査結果を用いて森林内の放射性物質の動きを予測するモデルを改良し、将来
の分布を推定した結果、日本では樹木から土壌への移行がチェルノブイリ事故後の欧州の
場合より速く進むと予測されました。調査を継続したところ、2015 年夏には森林の放射性
セシウムの多くは土壌に分布することが確認されました。

放射性セシウム汚染調査と動態予測モデル
東京電力福島第一原発事故によって放出された放射性
セシウム134と137が大量に放出され、東日本の森林
は放射能で広範囲に汚染されました。放射性セシウム
134と137は半減期（半分の量になるまでの時間）がそ
れぞれ2年、30年であるため、森林の放射能汚染は長
期間続くと予想されました。そこで、原発からの距離が
異なる３箇所の森林に調査プロットを設けて、2011年
から毎年夏に、樹木の現存量や空間線量率の調査を行な
い、樹木（葉、枝、樹皮、辺材、心材）、堆積有機物層（落
葉層）、土壌（5cm毎に深さ0-20cm）を採取して、放
射性セシウムの汚染状況を調べました（図1）。さらに、
2011年および2012年の観測データを用いて、チェルノ
ブイリ事故後に作られた森林内の放射性物質の動きを予
測するモデルを改良し、文部科学省の航空機モニタリン
グデータと組み合わせることで、森林に降下した放射性
セシウムの森林内での動態を広域で長期予測しました。

事故後5年間の汚染状況の推移
2011年の調査では、樹木の各部位（葉、枝、樹皮、材）、
落葉層、土壌の放射性セシウム濃度が放射性セシウムの
降下量に比例して異なることが分かりました。また、常
緑樹であるスギの葉の放射性セシウム濃度は、事故当時
は展葉していなかった落葉樹のコナラの葉に比べてはる
かに高いことが明らかになりました。さらに、樹木内部
の材から放射性セシウム134が検出され、事故直後に
樹木による放射性セシウムの吸収があったことを確認し
ました。
2012年以降、葉の放射性セシウム濃度は急激に低下

し、枝や樹皮の濃度も低下する一方で土壌の濃度が増加
しました。その結果、樹木に分布する放射性セシウムの
割合が低下し、落葉層と土壌の分布割合が増えました（図
2）。葉の入れ替わりが早いコナラ林は、葉の寿命が長い
スギ林に比べて、樹木の放射性セシウム量の低下が早い
など森林タイプによる違いはあるものの、いずれの林も
2015年夏には森林全体の放射性セシウムの80％以上が
土壌に分布していました。

東日本における放射能汚染の将来予測
モデルを用いて放射性セシウムの森林内での動態を広
域で長期予測した結果、樹木に付着した放射性セシウム
は、森林タイプによらず数年以内にほとんどが土壌に移
行すること、土壌の放射性セシウム量は自然崩壊によっ
て減少しますが、汚染度の高い地域では高い状態が続く
こと、またチェルノブイリ事故後に欧州で観測された結
果より日本では放射性セシウムの土壌への移行が速いこ
となどが示唆されました （図3）。

本研究は、森林総合研究所交付金プロジェクト「放射
性セシウムの空間分布及び空間変異メカニズムの解明」
と林野庁受託事業「森林内における放射性物質実態把握
調査事業」による成果です。
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図3　森林内の放射性セシウムの動態の将来予測結果
　左から順に時間を表し、単位面積当たりの放射性セシウム量を示しています。上から森林内の総量、樹木（葉、
枝、樹皮、材の合計）、表層落葉落枝、土壌が保持する量の順になっています。

図2　森林内の放射セシウム蓄積量の変化（ここでは川内スギ林と大玉コナラ林の例を示します）
　2011年には常緑樹のスギ林（川内スギ）は葉や枝などの割合が大きかったが、年々、落葉層や土壌の割合が高ま
っていくことがわかりました。コナラ林（大玉コナラ）では、2011年の時点ですでに落葉層や土壌の割合が大きく、
2015年には森林内の放射性セシウムの大半が落葉層や土壌に分布していました。

図1　スギの樹皮や材の試料を採取する前の樹皮の剥離作業
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